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上
ノ
国
町
は
、
今
か
ら
５０
年

前
で
あ
る
昭
和
４２
年
３
月
１
日
、

町
制
が
施
行
さ
れ
今
日
に
至
り

ま
す
。

　

町
制
は
、
前
年
の
村
議
会
で

の
議
決
に
よ
り
、
当
時
上
ノ
国

地
区
に
あ
っ
た
村
役
場
庁
舎
内

に
て
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
５０
年
、
ま
ち
で
は

様
々
な
も
の
が
生
ま
れ
、
ま
た

消
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
今
日

を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
ま
ち
の
記
憶
を
継
承
し
、

さ
ら
に
未
来
へ
と
繋
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
上
ノ
国
の

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
町
制
施

行
５０
年
史
に
焦
点
を
当
て
、
改

め
て
そ
れ
ら
を
見
つ
め
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
５０
年
に
繋
げ
る
礎

と
し
て
、
本
町
の
歩
み
を
年
表

や
当
時
の
写
真
を
用
い
て
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

１
１
８
９
年　

源
頼
朝
の
奥
州
征
伐
に

　
　
　
　
　
　

よ
り
多
数
夷
島
に
渡
海

１
４
４
３
年　

真
言
宗
上
国
寺
草
創

１
４
５
４
年　

武
田
信
廣
、
夷
島
に
渡
海

１
４
５
７
年　

武
田
信
廣
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
つ

１
７
４
１
年　

大
島
爆
発
、
大
津
波
に
よ
り

　
　
　
　
　
　

死
者
１
，
４
６
７
人

明
治
元
年　

明
治
維
新

明
治
11
年　

勝
山
小
学
校
開
校

明
治
12
年　

上
ノ
国
村
内
に
３
戸
長
役
場
設
置

明
治
33
年　

勝
山
小
学
校
湯
ノ
岱
分
校
開
校

明
治
35
年　

上
ノ
国
外
六
ヶ
村
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
上
ノ
国
村
と
し
、
二
級
町
村
制
施
行

大
正
９
年　

悪
性
流
行
感
冒
で
死
者
１
１
６
名

昭
和
10
年　

国
鉄
江
差
線
、
湯
ノ
岱
ま
で
開
通

　
　
　
　
　
（
翌
年
全
線
開
通
）

昭
和
14
年　

今
井
石
崎
鉱
山
、八
田
鉱
山
（
中
外
鉱
山
）

　
　
　
　
　

が
マ
ン
ガ
ン
鉱
開
発
に
着
手

昭
和
24
年　

早
川
道
路
（
石
崎
～
中
外
）
開
通

昭
和
27
年　

藤
信
鉱
業
桂
岡
鉱
山
が
鉄
鉱
採
掘
開
始

昭
和
31
年　

松
崎
岩
穂
著
上
ノ
国
村
史
が
発
刊

昭
和
32
年　

汐
吹
漁
港
完
成

昭
和
33
年　

天
の
川
永
久
橋
開
通

昭
和
35
年　

花
沢
館
跡
、
道
史
跡
に
指
定

昭
和
37
年　

松
崎
岩
穂
著
続
上
ノ
国
村
史
が
刊
行

　
　
　
　
　

吉
堀
ト
ン
ネ
ル
完
成

昭
和
39
年　

夷
王
山
墳
墓
群
発
掘
調
査
が
実
施

昭
和
41
年　

夷
王
山
墳
墓
群
が
道
史
跡
に
指
定

明治以前

旧若葉小学校校舎（中外地区）

国鉄上ノ国駅での下車風景

旧役場庁舎窓口の様子

夷王山まつりのモトクロス

石
崎
漁
港
改
修
記
念
式
典
の
行
列

旧役場庁舎

上ノ国地区簡易郵便局前の舗装の様子

当時の木ノ子地区国道

町制施行記念パレード

汐吹漁港

湯ノ岱スキー場

昭
和45

昭
和46

昭
和47

昭
和45

昭
和45

昭
和43

昭
和45

昭
和43

昭
和42

昭
和42

昭
和42

町制宣言の瞬間

村役場看板を町役場へ 水田が目立つ大留地区

昭
和42

昭
和42

昭
和42

昭和４１年～明治

年
表　

上
ノ
国
史

町
制
施
行
５０
周
年
特
集

町
制
施
行
５０
周
年
特
集

1960年 1950年 1940年 1920年 1900年 1870年 1800年　　～　　　　　

昭
和
42
年
３
月
１
日
、

　

上
ノ
国
村
か
ら
上
ノ
国
町
へ

昭
和
42
年
３
月
１
日
、

　

上
ノ
国
村
か
ら
上
ノ
国
町
へ
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改修工事中の石崎漁港昭
和45

昭
和
42
年　

町
制
施
行

昭
和
44
年　

上
ノ
国
歯
科
診
療
所
開
設

　
　
　
　
　

上
ノ
国
町
郷
土
館
完
成

昭
和
45
年　

上
ノ
国
町
民
の
う
た
が
制
定

　
　
　
　
　

上
ノ
国
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
47
年　

町
民
憲
章
制
定

　
　
　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
花
沢
荘
完
成

　
　
　
　
　

町
消
防
本
部
、
上
ノ
国
に
設
置

　
　
　
　
　

サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
完
成

昭
和
48
年　

町
民
体
育
館
完
成

　
　
　
　
　

常
設
上
ノ
国
保
育
所
完
成

昭
和
49
年　

上
ノ
国
漁
港
修
築
修
抜
式
挙
行

昭
和
50
年　

札
幌
上
ノ
国
ふ
る
さ
と
会
結
成	

　
　
　
　
　

国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

大
留
鹿
子
舞
、
町
文
化
財
に
指
定

昭
和
51
年　

町
立
上
ノ
国
診
療
所
入
院
設
備
整
う

　
　
　
　
　

町
民
プ
ー
ル
完
成

　
　
　
　
　

林
業
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

町
立
湯
ノ
岱
保
育
所
完
成

昭
和
52
年　

全
町
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
化

　
　
　
　
　

勝
山
、
花
沢
館
跡
国
の
史
跡
に
指
定

　
　
　
　
　

神
明
小
中
学
校
閉
校

昭
和
53
年　

町
立
石
崎
保
育
所
完
成

　
　
　

木
ノ
子
・
扇
石
・
汐
吹
地
区
に
簡
易
水
道
完
成

　
　
　

上
ノ
国
漁
港
大
崎
分
港
の
修
築
工
事
が
着
工

　
　
　

村
制
施
行
百
年
記
念
「
上
ノ
国
音
頭
」
作
成

　
　
　

百
年
記
念
式
典
が
挙
行

昭
和
54
年　

勝
山
館
跡
の
発
掘
調
査
開
始

　
　
　

国
道
２
２
８
号
小
砂
子
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
工

昭
和
55
年　

町
立
石
崎
診
療
所
完
成

　
　
　

役
場
庁
舎
新
築
工
事
着
工

　
　
　

上
ノ
国
高
等
学
校
の
新
築
工
事
着
工

　
　
　

国
道
２
２
８
号
石
崎
～
小
砂
子
間
の
12
橋
開
通

昭
和
56
年　

役
場
新
庁
舎
完
成

　
　
　
　
　

道
道
石
崎
松
前
線
開
通

　
　
　
　
　

上
ノ
国
高
等
学
校
校
舎
完
成

昭
和
57
年　

上
ノ
国
高
等
学
校
開
校

　
　
　
　
　

第
１
回
産
業
ま
つ
り
開
催

　
　
　
　
　

小
砂
子
漁
港
関
連
道
開
通

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
上
ノ
国
福
祉
会
特
別

　
　
　
　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
み
の
く
に
荘
が
完
成

昭和４２年～５７年

５０
年
前
の
上
ノ
国
の
姿

　

上
ノ
国
が
村
制
か
ら
町
制
へ
と

移
行
し
た
昭
和
４２
年
当
時
は
、
３

年
前
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
高
度
経
済
成
長
も
相

ま
っ
て
、
日
本
全
体
が
好
景
気
に

沸
き
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
町
内

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
工
事
が
始

ま
り
、
道
路
の
舗
装
や
公
共
施
設

建
設
も
相
次
い
で
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
徐
々
に
ま
ち
の
様
子
が
様
変

わ
り
し
て
い
っ
た
時
代
で
す
。

　

ま
だ
鉄
道
に
は
蒸
気
機
関
車
が

走
り
、
学
校
の
校
舎
は
木
造
で
、

古
い
時
代
の
面
影
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
ま
ち
の
人
口
は
１
万

人
を
超
え
て
お
り
、
ま
ち
に
活
気

が
満
ち
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
ま

す
。

　

俗
に
古
き
良
き
時
代
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
全
体
が

経
済
発
展
と
国
土
開
発
の
ま
っ
た

だ
中
に
あ
り
、
真
っ
直
ぐ
前
を
見

て
突
き
進
ん
で
い
た
こ
の
時
期
が

そ
う
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上ノ国小学校前横断歩道

昭
和47

旧上ノ国小校舎

昭
和46

大留獅子舞の様子

湯ノ岱温泉落成式典

石
崎
地
区
で
の
出
初
式

中外鉱山

上ノ国町福祉センター完成

昭
和50

昭
和50

昭
和47 昭

和47

昭
和47

昭
和45

昭
和45

江差線を走る蒸気機関車

昭
和46

町民憲章発布

昭
和47

消
防
大
会
で
の
パ
レ
ー
ド

小
森
大
橋

昭
和48

町民体育館落成式典

1970年1975年1980年
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昭
和
59
年　

町
立
上
ノ
国
診
療
所
完
成

昭
和
60
年　

町
立
河
北
小
学
校
新
築

昭
和
61
年　

中
外
鉱
山
上
国
鉱
業
所
が
操
業
停
止
し
、

　
　
　
　
　

44
年
間
の
歴
史
に
幕

　
　
　
　
　

国
道
バ
イ
パ
ス
、
汐
吹
・
扇
石
間
開
通

　
　
　
　
　

小
砂
子
ト
ン
ネ
ル
開
通

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
町
を
宣
言

昭
和
62
年　

若
葉
小
中
学
校
閉
校

　
　
　
　
　

上
ノ
国
小
学
校
完
成

昭
和
63
年　

滝
沢
常
設
保
育
所
開
設

　
　
　
　
　

新
生
上
ノ
国
町
農
協
誕
生

　
　
　
　
　

上
ノ
国
８
０
０
年
祭
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

　
　
　
　
　

夷
王
山
・
天
の
川
を
中
心
に
盛
大
に
挙
行

　
　
　
　
　

青
森
県
市
浦
村
と
友
好
町
村
の
協
定
締
結

　
　
　
　
　

北
海
道
夜
明
け
の
展
望
塔
完
成

平
成
元
年　

第
１
回
エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
開
催

　
　
　
　
　

高
齢
者
事
業
団
結
成

　
　
　
　
　

上
ノ
国
特
産
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

　
　
　
　
　

生
産
販
売
１
億
円
を
突
破

平
成
２
年　

北
海
道
最
古
の
民
家『
笹
浪
家
住
宅
』が

　
　
　
　
　

町
に
寄
贈
さ
れ
る

　
　
　
　
　

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
設
置

　
　
　
　
　

原
歌
地
区
海
洋
牧
場
造
成
計
画
始
ま
る

平
成
３
年	

一
般
国
道
２
２
８
号
扇
石
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
　
　
　

上
ノ
国
町
商
工
会
館
観
光
案
内
所
開
設

平
成
４
年　

旧
笹
浪
家
住
宅
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

　
　
　
　
　

日
本
海
情
報
交
流
館
『
文
珠
』
開
設

　
　
　
　
　

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
成
５
年　

上
國
寺
本
堂
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

　
　
　
　
　

北
海
道
南
西
沖
地
震
発
生

　
　
　
　
　

戦
後
最
悪
の
大
冷
害

平
成
６
年　

防
災
行
政
無
線
開
局

平
成
７
年　

花
沢
温
泉
自
噴

　
　
　
　
　

新
天
の
川
橋
完
成

　
　
　
　
　

桧
山
８
町
漁
業
協
同
組
合
が
合
併

　
　
　
　
　

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
が
完
成

平
成
８
年　

湯
ノ
岱
中
学
校
、
河
北
中
学
校
、

　
　
　
　
　

上
ノ
国
中
学
校
、滝
沢
中
学
校
が
閉
校
し
、

　
　
　
　
　

新
た
に
上
ノ
国
中
学
校
を
開
校

昭和５８年～６３年

昭
和
の
終
わ
り
、平
成
の
始
ま
り

　

昭
和
最
後
の
年
で
あ
る
１
９
８

９
年
、
ま
ち
の
姿
が
様
変
わ
り
し

た
時
代
が
終
わ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
通
信
機
器
な
ど
の
発
達

に
よ
っ
て
生
活
様
式
が
激
変
し
た

『
平
成
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
時
に
、
中
外
鉱
山
の

閉
山
や
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
過

疎
化
が
急
激
に
進
行
し
た
時
代
で

も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
小
中
学
校
が
相
次
い
で

閉
校
し
、
利
用
者
の
減
少
か
ら
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
愛
さ
れ
て

き
た
Ｊ
Ｒ
江
差
線
が
廃
線
す
る
な

ど
、
そ
の
影
響
は
目
に
見
え
る
形

で
現
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
た
な
子
育
て
施
策

や
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
大
規
模

風
力
発
電
施
設
の
運
転
開
始
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
１
億
円

を
突
破
す
る
な
ど
、
ま
ち
に
は
新

た
な
風
も
吹
い
て
い
ま
す
。

工事中の湯ノ岱大橋

昭
和54

ゆいっこによる農業風景

昭
和57

昭
和57

昭
和56

石崎西迎寺落成時の稚児行列 

中須田地区の田植え風景

上空からの大留・上ノ国地区

昭
和58

夷王山への町道舗装

開基800年祭
天の火文字

建設中の新役場庁舎

昭
和57

昭
和63

昭
和56 昭

和56

昭
和57

昭
和55

上ノ国高校開校

昭
和57

昭
和57

産業祭での石崎奴披露

小森地区神社境内の赤ダモ

第1回産業祭

大崎地区からの自転車通学
扇石地区のいか干し風景

昭
和56

1985年1990年1995年
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26
年
ぶ
り
に
函
館
バ
ス

　
　
　
　
　

江
差

－

松
前
間
が
再
開

平
成
９
年　

花
沢
温
泉
簡
易
浴
場
完
成

　
　
　
　
　

滋
賀
県
安
土
町
と
友
好
町
の
締
結
調
印

平
成
10
年　

天
の
川
か
さ
さ
ぎ
ロ
ー
ド
完
成

　
　
　
　
　

宮
越
小
学
校
が
閉
校

　
　
　
　
　

東
京
か
み
の
く
に
会
が
結
成

　
　
　
　
　

滝
沢
小
学
校
全
面
改
築
工
事
完
成

平
成
11
年　

栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

原
歌
地
区
海
洋
牧
場
完
成

　
　
　
　
　

湯
ノ
岱
小
学
校
全
面
改
築
工
事
完
成

平
成
13
年　

早
川
中
学
校
閉
校

　
　
　
　
　

二
級
町
村
制
施
行
１
０
０
周
年

平
成
14
年　

上
ノ
国
ダ
ム
完
成

　
　
　
　
　

早
川
小
学
校
全
面
改
築
工
事
完
成

　
　
　
　
　

旧
笹
浪
家
住
宅
修
復
工
事
完
了

平
成
15
年　

石
崎
漁
港
ト
ン
ネ
ル
が
国
指
定
の

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

平
成
16
年　

ハ
ン
ノ
キ
地
区
宅
地
分
譲
始
ま
る

平
成
17
年　

大
崎
小
学
校
閉
校

　
　
　
　
　

勝
山
館
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
一
般
公
開

平
成
20
年　

日
本
海
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
展
開

平
成
21
年　

も
ん
じ
ゅ
内
に
物
産
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
　

18
歳
以
下
の
医
療
費
自
己
負
担
分
を
無
料
化

　
　
　
　
　

天
の
川
き
ら
ら
ト
ン
ネ
ル
開
通

平
成
22
年　

第
５
次
上
ノ
国
町
総
合
計
画
を
策
定

　
　
　
　
　

役
場
組
織
機
構
改
革
の
実
施

平
成
23
年　

フ
レ
ッ
ツ
光
供
用
開
始

　
　
　
　
　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(J-A

L
E
R
T
)

　
　
　
　
　

運
用
開
始

平
成
25
年　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
選
手
が

　
　
　
　
　

本
町
応
援
大
使
に
就
任

　
　
　
　
　

小
砂
子
小
学
校
が
休
校

平
成
26
年　

Ｊ
Ｒ
江
差
線
が
廃
線

　
　
　
　
　

上
ノ
国
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
が
運
転
を
開
始

　
　
　
　
　

上
ノ
国
町
子
育
て
施
策
が
開
始

平
成
27
年　

湯
ノ
岱
・
石
崎
・
小
砂
子
小
学
校
が
閉
校

　
　
　
　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
用
開
始

　
　
　
　
　

上
ノ
国
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
１
億
円
を

　
　
　
　
　

突
破

平
成
28
年　

新
吉
堀
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

平
成
29
年　

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る

平成元年～２９年

マラピック（石崎－大留コース）

平
成元年

上ノ国ダムが完成し、あすなろ湖と命名

平
成14

新天の川橋開通

平
成７こ

れ
か
ら
の
５０
年
、
そ
の
１
年
目

　

上
ノ
国
の
歴
史
は
古
く
、
北
海
道

で
も
珍
し
い
中
世
期
の
遺
跡
が
多
く

点
在
す
る
地
域
で
す
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
昔

か
ら
、
多
く
の
方
々
が
連
綿
と
地
域

を
支
え
き
た
こ
と
の
証
で
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
５０
年
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
進
ん
で
い
く
必
要
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

５０
年
後
の
私
た
ち
の
子
孫
に
、
今

あ
る
上
ノ
国
を
手
渡
す
た
め
、
こ
れ

ら
の
ま
ち
の
歴
史
を
今
一
度
振
り
返

り
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
守
り
、

次
代
に
繋
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

南西沖地震時の支援物資

平
成５

JR江差線　廃線

町制施行から50年目の日の出

上ノ国ウィンドファーム運転開始 河北中学校校舎

滝沢中学校校舎

天の川きららトンネル開通

湯ノ岱中学校校舎

大崎小学校 閉校

平
成26

平
成29

平
成26 平

成８

平
成８

平
成21

平
成８

平
成８

平
成17

母さんの手作り芸能発表会
35年の歴史に幕

新吉掘トンネル開通

平
成27

平
成28

旧上ノ国中学校校舎

2000年2005年2010年2015年
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２
月
１１
日
、
渡
島
檜
山
管
内
の
中
学

生
が
競
い
合
う
『
第
４２
回
道
南
選
抜
中

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
上
ノ
国
大
会
』
が

町
民
体
育
館
お
よ
び
上
ノ
国
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
上
ノ
国
中
学
校
男
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、

女
子
バ
レ
ー
部
は
並
み
居
る
競
合
相
手

に
力
強
い
試
合
運
び
で
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、女
子
主
体
の
本
大
会
で
す
が
、

一
昨
年
前
に
全
道
大
会
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
男
子
バ
レ
ー
部
も
予
選
リ
ー
グ
の

み
特
別
に
参
加
し
、
技
巧
に
優
れ
た
プ

レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
常
に
成
長
を
続
け
る
選
手
達
の
姿

に
、
監
督
か
ら
は
『
男
女
と
も
全
道
大

会
上
位
に
食
い
込
め
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
を
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
』
と

の
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
、
大
会
運
営
な

ど
も
含
め
、
両
部
に
は
地
域
か
ら
の
多

大
な
支
援
も
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
男
女

バ
レ
ー
部
は
感
謝
と
と
も
に
次
を
見
据

え
て
練
習
に
励
む
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

地
元
大
会
制
す

　
１
月
２０
日
、
本
町
が
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
連
続
３
０
０
０
日
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

お
よ
び
江
差
警
察
署
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
町
で
は
、
８
年
前
に
発
生
し
た
死

亡
交
通
事
故
以
来
、
各
地
区
の
交
通
安

全
推
進
委
員
や
地
域
の
方
々
の
努
力
に

よ
っ
て
安
全
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
２
月
１
日
、
こ
れ
ま
で
地
域

で
積
極
的
に
交
通
安
全
活
動
を
行
っ
て

き
た
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会(

工
藤

昇
会
長)

と
、
大
留
・
北
村
・
湯
ノ
岱
・

滝
沢
の
各
地
域
交
通
安
全
推
進
委
員

に
、
檜
山
振
興
局
長
と
江
差
警
察
署
長

よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
工
藤
会
長
は
『
交
通

事
故
は
被
害
者
も
加
害
者
も
つ
ら
い
思

い
を
す
る
。
本
町
で
二
度
と
悲
し
い
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
継
続
し
た
い
』
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

連
続
３
０
０
０
日
達
成

　
２
月
３
日
、
上
ノ
国
・
河
北
両
保
育

所
に
お
い
て
、
恒
例
の
園
児
た
ち
に
よ

る
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
豆
を
入
れ
る
紙
の
箱

や
鬼
の
お
面
を
作
る
な
ど
こ
の
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
様
子
で
、
当
日
は
保

育
所
内
の
各
部
屋
を
く
ま
な
く
回
り
な

が
ら
豆
を
撒
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
途
中
、
鬼
に
扮
し
た
職
員
が

乱
入
し
、
園
児
た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た

が
、
年
少
組
は
初
め
て
の
経
験
に
怖

が
っ
て
隠
れ
て
い
た
も
の
の
、
年
中
・

年
長
組
は
勢
い
よ
く
豆
を
ぶ
つ
け
、
鬼

を
撃
退
し
て
い
ま
し
た
。

　
節
分
の
豆
ま
き
は
古
い
歴
史
を
持
つ

日
本
の
文
化
で
あ
る
と
同
時
に
、
子
供

に
善
悪
の
観
念
を
教
え
る
機
会
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
日
は
、
豆

と
鬼
を
通
じ
て
善
い
こ
と
と
悪
い
こ
と

を
学
び
、
少
し
だ
け
大
人
に
近
づ
い
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

鬼
と
豆
と
笑
顔
の
子
供
た
ち

お
茶
と
和
菓
子
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

和
菓
子de

パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

　
１
月
２８
日
、
茶
道
の
作
法
に
触
れ
な

が
ら
お
い
し
い
和
菓
子
を
楽
し
め
る

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
『
和
菓
子d

e

パ
ー

テ
ィ
ー
』
が
ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
に
て
開

催
さ
れ
、
約
３０
名
が
お
茶
と
和
菓
子
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
内
で
茶
道
を
教
え
る
宗
偏

流
師
範
の
山
本
宗
智
さ
ん
（
江
差
町
在

住
）
と
、
和
菓
子
職
人
の
経
験
が
あ
る

工
藤
三
代
さ
ん
（
大
留
在
住
）
の
協
力

を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
、
広
く
茶
道

に
触
れ
る
と
同
時
に
、
手
作
り
の
和
菓

子
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
和
風
に
飾
り
付
け
ら
れ

た
会
場
の
雰
囲
気
の
中
で
、
本
格
的
な

お
茶
や
手
作
り
の
練
り
和
菓
子
の
甘
味

を
楽
し
み
、
普
段
と
は
一
味
違
う
厳
か

な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

6２０１７年３月号



347

今 月 は 社会福祉士　澁谷　昌広です

　これまで、日本は諸外国に例をみないスピードで高齢化が進行

しています。

　特にこの問題は２０２５年にピークを迎えるとされ、２０１５

年（平成２７年）に団塊世代（約８００万人）が６５歳以上となっ

たことに続き、２０２５年にはベビーブーム世代も高齢者世代と

なり、社会保障費の爆発的な増加が予想されるため、『２０２５

年問題』として認識されています。

　このような状況から国は、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支

援の目的とした「地域包括ケアシステム」を推進しています。

　本町でも、地域包括ケアシステムの構築・強化に向けて、様々な取り組みが行われていますが、

行政や関係機関のみでこれを作り上げるには限界があります。

　その最大の理由は、少子高齢化によって、増える高齢者世代に対し、それを支える財源と若い人

材が不足しているためで、システムの構築には、高齢者自身がシステムに参加することが不可欠です。

　ここでいう参加とは、『自分で出来ることは自分で行う＝自助』と、地域の自主性・主体性に基

づいて『互いに助けあう＝互助」のことであり、負担を分担していくことが大切です。

　この危機は、本町にとっても大きな課題となっています。

　しかし、地域の声を聞くと、昔から付き合いがある住民や友人が一人暮らしの老人を見守ってい

たり、ご近所同士で買い物や雪かきを手伝うなど、自然と助け合い生活している声をよく聞きます。

　これは『お互いに助け合う互助』の土壌が自然に根づいていることであり、どこにでもあるわけ

ではない『まちの財産』です。互いに助け合い、そして自助によって自律した生活を送るためにも、

顔の見えるつながりを大切にしながら、行政や関係機関、そして地域の一人ひとりが協力して、と

もに地域包括ケアシステムを作り上げていきましょう。

地域包括ケアシステムについて
～顔の見えるつながりの大切さ～

地域包括ケアシステムに必要なこと　『自助』と『互助』

自助 　身体が弱らないよう運動
したり、食事を見直して健
康管理等を行う努力をする。 互助

　困ったときに相談できる
よう、家族、親戚、知人等
とつながりを大切にする。

顔の見える地域のつながりが、
地域包括ケアシステム構築にとって大きな力になります

『地域包括ケアシステム』とは

　介護が必要な状態になって

も、可能な限り住み慣れた地

域で自分らしい暮らしを人生

の最後まで続けることができ

るよう、包括的に提供できる

支援・サービス提供体制を言

います。
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２
月
８
～
１０
日
に
千
葉
県
佐

倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
箱
崎
真
隆
特
任
助
教
が
木
の

年
輪
の
酸
素
同
位
体
分
析
の
た

め
、
上
之
国
館
調
査
整
備
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
木
の
年
輪
の
酸
素
同
位
体
の

割
合
は
、
空
気
中
の
水
分
の
影

響
を
受
け
て
決
ま
り
ま
す
。
そ

の
年
輪
の
酸
素
同
位
体
の
割
合

の
パ
タ
ー
ン
は
、
過
去
の
降
水

量
の
変
化
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
箱
崎
先
生
は

「
年
輪
の
酸
素
同
位
体
の
割
合

を
分
析
す
る
こ
と
で
、
勝
山
館

の
時
代
の
気
候
（
温
度
や
降
水

量
）
の
変
動
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
勝
山
館
跡
の
出
土

品
を
中
心
に
２０
点
ほ
ど
の
サ
ン

プ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
結
果
に

つ
い
て
は
、
わ
か
り
次
第
み
な

さ
ん
に
ご
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

教 育 委 員 会 だ よ り
　
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
民
俗

調
査
で
、
字
中
須
田
在
住
の
京

谷
作
右
衛
門
さ
ん
の
倉
庫
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
北
海
道
博
物
館
の

会
田
理
人
学
芸
員
が
行
い
、
明

治
時
代
に
ニ
シ
ン
漁
で
使
用
し

た
刺さ

し

網あ
み

と
ア
バ
（
浮
き
）
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
谷
さ
ん
は
、「
昔
の
人
は
、

自
宅
付
近
か
ら
舟
で
天
の
川
を

下
っ
て
、
海
で
漁
を
行
っ
て
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
バ
に
は
、「
　
大
漁
」や「
明

治
二
十
七
年
」
な
ど
と
墨
書
き

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
の
ニ
シ

ン
漁
の
繁
栄
を
物
語
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
４
月

２２
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
旧
笹
浪

家
住
宅
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
調
査
で

ニ
シ
ン
漁
で
使
用
し
た
網
と
ア
バ
を
発
見
！

ニシン漁で使った刺網

墨書きされた
アバ「　大漁」
と確認できる

年輪を分析することで気候の把握が可能

年輪

第17回連続歴史講座
ふるさとの歴史を読み解く
講座２「勝山館跡の生産関連遺物からわかること」
・日時：３月11日（土）１３時３０分～
・講師：独立行政法人国立科学博物館
　　　  理工学研究部　科学技術史グループ
　　　  研究員　沓　名　貴　彦　氏
　勝山館出土の金属生産遺物への科学調査から
みえてきたことを、本州などの事例と比較しなが
ら紹介します。
講座３ ｢勝山館跡の使われ方｣
・日時：３月11日（土）１５時００分～
・講師：教育委員会　主幹　塚田　直哉
　勝山館跡の遺物と最近の取り組みについて紹介
します。
●会場：いずれもジョイ・じょぐら
●お問い合わせ：
　　上ノ国町教育委員会　文化財グループ

電話５５－２２３０

参加無料

調査をする箱崎先生

上
ノ
国
町
の
昔
の
気
候
を
復
元
！

文化財
速報

上
ノ
国
町
の
昔
の
気
候
を
復
元
！

ニ
シ
ン

アバなどを確認する会田学芸員（右）
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こ
の
ほ
ど
保
育
所
・
小
学
校

連
絡
協
議
会
主
催
の
研
究
会
が

ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
で
開
催
さ

れ
、
町
内
の
保
育
所
や
小
学
校

な
ど
か
ら
２３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

連
携
の
成
果
と
課
題

　
は
じ
め
に
上
ノ
国
保
育
所
の

年
長
児
と
上
ノ
国
小
学
校
一
年

生
の
様
子
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

  

保
育
所
で
の
遊
び
を
通
じ
て

育
ま
れ
る
体
力
、
活
動
力
と
積

極
的
に
関
わ
る
当
番
活
動
が
小

学
校
で
の
日
直
、
掃
除
な
ど
の

活
動
に
引
き
続
き
生
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
小
学

校
へ
入
学
後
に
生
じ
た
課
題
は
、

実
態
に
即
し
た
形
で
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
、
課
題
と
し
て
、
男
子

の
幼
さ
、
苦
手
な
こ
と
に
前
向

き
に
な
れ
な
い
、
文
字
に
関
心

が
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

文
字
に
関
心
を
向
け
る
に
は

　
小
学
校
の
先
生
か
ら
は
、
一

学
期
中
に
カ
タ
カ
ナ
ま
で
指
導

す
る
こ
と
か
ら
、『
読
め
な
い
』

『
書
け
な
い
』
ま
ま
入
学
す
る

と
子
ど
も
が
大
変
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
保
育
所
で
は
遊
び
を

含
む
日
常
生
活
の
中
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
文
字
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
家
庭
と
も
連

携
し
言
語
・
文
字
に
関
心
が
向

く
よ
う
な
環
境
作
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
文
字
に
自
然
に
興

味
を
持
つ
上
で
大
切
な
こ
と
と

考
え
ま
す
。

実
態
に
あ
っ
た
指
導
の
必
要
性

　
年
々
育
ち
の
弱
さ
が
目
立
っ

て
く
る
中
、「
○
歳
児
だ
か
ら
…
」

と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ

ず
実
態
を
把
握
し
、「
今
こ
の

子
に
必
要
な
指
導
は
」
の
視
点

か
ら
指
導
を
始
め
る
こ
と
の
大

切
さ
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。 

教育委員会だより

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

＊喧嘩（すてごろ）　　　　　黒　川　博　行／著
＊三　鬼　　　　　　　　　　宮　部　みゆき／著
＊沈黙法廷　　　　　　　　　佐々木　　　譲／著
＊土の記（上・下）　　　　　高　村　　　薫／著

休館日のお知らせ
３月２４日（金）～３月２８日（火）

＊図書整理のため、図書室をお休みします。
　返却は図書室入口の返却箱にお願いします。

リサイクル本市
■日時　３月１日（水）午後１時～
　　　　（本がなくなり次第終了の予定）
■場所　ジョイ・じょぐら（ロビー・図書室）
＊図書室で不用になった本や保存期間の過ぎた雑誌を
　リサイクル本として、皆さんに無料でお譲りします。

開設時間：（火～金）　　　　９：００～１７：００
　　　　　（土日・祝祭日）１２：００～１７：００
休 館 日：毎週月曜日、年末年始
場　　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら）

発
達
の
課
題
を
共
通
認
識

～
保
育
所
・
小
学
校
研
究
会
開
く
～

◆共催 上ノ国観光ガイド協会・上ノ国町教育委員会・上ノ国町生涯学習推進本部　◆後援 上ノ国食生活改善協議会・上ノ国赤十字奉仕団・もこもこ・上ノ国町観光協会

オープニングセレモニー「どんきみ」実演
為になる！上ノ国文化財ガイド
昔遊び体験（けん玉・ヨーヨー・パッチ・おはじき）
もこもこによる｢上ノ国紙芝居｣
あら不思議!?ふくろでゴハン作り体験

　２月12日、毎年恒例の上ノ国地区生涯学習推
進本部主催のミニバレーボール大会が町民体育館
で開催されました。
　この大会は冬期間の運動不足解消を目的に約
20年前から行われており、今回も小学生から大
人まで70名が参加しました。
　出場した選手たちは、ボールを落とさないよう
に一生懸命に追いかけ、得点が決まるたびに歓声
を挙げていました。

冬場の運動不足解消に
ミニバレーボール大会行われる

日　時　３月12日（日）　10：00 ～ 14：00
場　所　 上ノ国町総合福祉センター ジョイ・じょぐら
参加料　１００円（保険料として）
　　　　　　　上ノ国町教育委員会　☎55-2230
　　　　　　　上ノ国町観光協会　　☎55-2121

実
施
内
容申込・問い合わせ

第２回　じょぐら祭
昔遊びして、クジラ汁食って、カレー食って
いろいろ知って、楽しんでいけば良いっしょ！

クジラ汁・カレー無料サービス！
※それぞれ数に限りがあります（カレーは先着５０食）
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お知らせ

　
み
な
さ
ん
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　
私
は
、
１
月
下
旬
に
函
館
市
で
行

わ
れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
道
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
講
師
の
方
か
ら
障
害
者

差
別
解
消
法
の
理
念
と
題
し
講
演
が
あ

り
、
そ
の
後
、
法
施
行
後
に
お
け
る
変

化
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
現
状
報

告
と
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
障
が
い
者
が
遭

遇
す
る
差
別
や
暮
ら
し
に
く
さ
に
対
す

る
社
会
全
体
の
理
解
度
は
低
い
と
い
う

話
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
具
体
的
事
例
と
し
て
、
盲

導
犬
を
連
れ
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
ろ
う
と

し
た
視
覚
障
が
い
者
の
方
が
タ
ク
シ
ー

の
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た
事
案
や
、
盲
導

犬
を
連
れ
た
ホ
テ
ル
の
宿
泊
を
認
め
て

も
ら
え
な
か
っ
た
事
案
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
な
ぜ
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て

し
ま
う
の
か
と
考
え
る
と
、
や
は
り
、

社
会
全
体
の
、
障
が
い
者
に
対
す
る
配

慮
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
な
い
人
が
障
が
い
の
あ
る

人
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
障
が
い
を
持
っ
た
人
の
声

に
耳
を
傾
け
た
り
、
想
像
力
を
働
か
せ

た
り
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
理
解
が

深
ま
り
、
ひ
い
て
は
社
会
全
体
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
先
日
、
私
は
足
を
ケ
ガ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
駅
の
通
路
や
階
段
を
長
い

距
離
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
普
段
は
何
も
感
じ
る
こ
と
な
く
歩
い

て
い
た
距
離
で
す
が
、
ケ
ガ
を
す
る
と
、

不
自
由
な
足
で
歩
く
距
離
の
長
さ
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
な
い

こ
と
の
不
便
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
周
囲
の
見
知
ら
ぬ
人
が
声
を
掛

け
て
く
れ
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
、
他
者

の
気
遣
い
・
思
い
や
り
に
気
付
く
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
法
テ
ラ
ス
通
信
を
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
も
、
障
が
い
者
の
方
々

の
暮
ら
し
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
廣
田
朋
子
）

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　
　
　
　
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

（第84号）

りら先生の肩疾病講座（その４）

受付 　8時～11時30分（初診の方は、９時から）
時間 13時～14時30分
予約受付時間（定期患者のみ）13時～16時 ※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、受診してください。
☆職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員、臨時看護助手を常時募集しております。（離職した方でも、正職員として再
　就職可能です。）助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集しております。☎52－0036（内線202）　総看護師長 中野
　詳しくは、北海道病院管理室ホームページへ

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

3月の外来診察日程
整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

循環器内科 午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科 午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と火曜日と水曜日

呼吸器内科 午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日
外 科 午前　１７日のみ

小 児 科 午前　月曜日から金曜日
　　　午後からの受診は事前に連絡願います。

泌 尿 器 科 午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　１日・８日・９日・１４日・１５日
　　　２２日・２３日・２８日・２９日
午後　８日・２２日

眼 科
午前　９日・２３日
　　　（予約以外の方は１０時までに受付）
午後　１日・１５日・２２日

皮 膚 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　３日・１７日・３１日

●腱板断裂について
　保存療法は五十肩との治療法と同様に鎮痛薬や肩関節への注
射、運動療法を行います。症状が軽い患者様なら、一時的に痛
みがとれてその後の生活に大きな不自由がなければ、そのまま
経過を見ることが出来る場合もあります。ただ保存療法では、
断裂した腱板が修復されずに残存します。断裂した腱は徐々に
退縮し、断裂は大きくなると言われています。断裂が大きくな
ると上腕骨頭が上方化し、関節軟骨も損傷されるいわゆる変形
性肩関節症となってしまう場合もあります。手術療法は、断裂
した腱板をつなぎ合わせる手術治療（腱板修復術；図４） があ
ります。腱板断裂の多くは骨から腱が引きちぎれるように断裂
するので、切れた腱を骨に縫い付ける必要があります。当院で
は侵襲性の低い「関節鏡下手術」による腱板修復術を行ってい
ます。創が小さく術後の回復も早いなどメリットが多く、高齢
者でも負担が少ない手術方法です。断裂が大きく。関節軟骨に
も損傷を来している患者様の場合は人工関節をお勧めする場合

もあります。道立江差病院に赴任し半年が
経過しますが、農業と漁業が盛んな江差近
郊では肩関節に疼痛をかかえている患者様
が多いように思われます。是非一度整形外
科を受診ないし、通院中の患者様も相談し
てみてください。整形外科医   青木   りら

10２０１７年３月号



お知らせ

　小児慢性特定疾患や発達障害など檜山管内の医療機関での治療や訓練が難しく、遠方に通院･入院
等しなければならない方に対し、経済的負担の軽減を目的として交通費等を助成します。
　町内に住所があり、南檜山以外の医療機関に通院等されている18歳以下の方で、下記に該当する
方は対象となる可能性がありますので、ご連絡ください。

　□　小児慢性特定疾患の医療受診券をお持ちの方
　□　特定疾患治療の医療受給者証をお持ちの方
　□　身体障害者手帳をお持ちの方
　□　療育手帳をお持ちの方
　□　発達障害の診断を受けている、及び発達障害の疑いで通院治療が必要な方

　期限間近になりますと、税務署は大変混雑しますので、確
定申告書は「前年の申告書控え」や「確定申告の手引き」を
参考に作成し、お早めに提出ください。
　なお、税務署などの確定申告会場にお越しの際には、『前
年の申告書控え・必要な書類・印鑑』をご持参ください。
※『確定申告のお知らせ』が届いている方は、そのお知らせ
も持参してください。
　申告書の作成には時間がかかるほか、駐車場も大変混雑し
ますので、なるべく公共交通機関を利用し、午後４時頃まで
にお越しください。
「確定申告書等作成コーナー」が大変便利です！
　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」で作成・印刷して郵送等により提出することが
できます。
　給与所得や年金所得のみの方専用の初めての方でも操作
しやすい画面もありますので、是非ご利用ください。また、
同コーナーはタブレット端末からもご利用いただけます。

■お問い合わせ　江差税務署（☎52－0078）

　 

　平成30年度から国民健康保険制度が改正され、北海道と市
町村が一体となって国保を運営することになります。このた
め、道内の国保運営の統一的な指針として「北海道国民健康
保険運営方針」を策定することとなりました。この運営方針（原
案）について、道民の皆様からご意見を募集します。
●公表場所
　北海道国保医療課（道庁6階）
　道庁行政情報センター（道庁別館3階）
　各総合振興局及び振興局の行政情報コーナー
　北海道ホームページ

（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kki/kak/kouikika_junbi_index.htm）
●募集期間　平成29年3月1日～3月31日
●意見提出方法及び提出先
　公表場所・HPの「意見募集要領」をご覧のうえ、
① 郵便（〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目
　 北海道保健福祉部健康安全局国保医療課）
② ファクシミリ (011－232－1037)
③ 電子メール hofuku.kokuhounei@pref.hokkaido.lg.jp
　のいずれかからご提出ください。
●お問い合わせ　北海道保健福祉部健康安全局国保医療課

☎011－231－4111 　内線25－808    

小児慢性特定疾患患者等通院交通費助成事業

■お問い合わせ先　保健福祉課健康支援グループ　☎５５－４４６０

「北海道国民健康保険運営方針（原案）」
への意見募集について

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ

平成28年分！
申告書は、自分で作成して、お早めに！
『所得税及び復興特別所得税並びに贈与税』　３月15日（水）
『消費税及び地方消費税（個人事業者）』　      ３月31日（金）

提出期限

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ
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お知らせ

　農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員の選出方法において、選挙
制度が廃止となり、議会の同意を要件とする町長の任命制に変更となります。
　それに伴って新たな農業委員候補者を下記のとおり募集いたします。

■提出先・お問い合わせ　農林課農業林業グループ

上ノ国町農業委員候補者の募集

■募集内容
　職　　名　上ノ国町農業委員会の委員（非常勤）
　募集定員　９名
　任　　期　平成２９年７月２０日（木）～平成３２年７月１９日（日）　※３年間
　報　　酬　上ノ国町条例｢特別職の職員で非常勤にある者の報酬及び費用弁償条例｣の規定に基づき支給
　　　　　　※報酬から源泉徴収分を差し引いた金額が支給されます。
■業務内容　農地の権利移動や転用に係る許認可業務及び担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、
　　　　　　新規就農の促進等に伴う現地での調査、指導及び監視業務等
■推薦及び募集期限等　～平成２９年３月１５日（水）
　※応募状況については、中間報告及び終了報告を町ホームページで公開予定
■推薦及び募集手続き
　（１）推薦の場合　上ノ国町農業委員会委員候補者推薦書を提出
　　　（個人が推薦する様式と団体が推薦する様式があります）
　（２）応募の場合　上ノ国町農業委員会委員候補者応募書を提出
　　※推薦書及び応募書用紙は、役場農林課にて配布、または町ホームページからダウンロードできます。
　●提出方法　郵便または持参により提出

■お問い合わせ　住民課住民環境グループ

戦没者等のご遺族の皆さまへ　第十回特別弔慰金が支給されます

①平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
②戦没者の子
③戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。

○支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債
○請求期間　平成２７年４月１日から平成３０年４月２日
　　　　　　（請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください）
○請求窓口　お住まいの市区町村の援護担当課
　※なお、平成３２年４月１日を基準日とする特別弔慰金については、平成３２年４月１日から請求受付を開
　　始する予定です。

特別弔慰金の趣旨
　戦後７０周年にあたり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改
めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。
　第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年５万円に増額するとともに、５
年ごとに国債を交付することとしています。
支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷
病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による
先順位のご遺族お一人に支給されます。

12２０１７年３月号



お知らせ

▼改正北海道漁港管理条例【遊泳の制限】（第６条）
　・何人も漁港内の指定区域においては、遊泳をしてはなりません
　・遊泳には、潜水、入水し釣りをする行為も含みます
　・対象の漁港は、道内の全漁港（分区､分港を含む｡）です
　・漁港内の規制範囲は、漁港の区域内の秩序の維持のために特に
　　必要があると認めて知事が指定する区域
　　（漁港漁場整備法第３９条第５項の規定により知事が指定する
　　 放置等禁止区域内の水域と同じ）
▽規制対象から除外される場合
　・漁業者が、漁業を営むために遊泳をする場合
　・漁業従事者が、漁業に従事するために遊泳をする場合
　・漁業協同組合が、当該組合の定款に定める事業の遂行のために
　　遊泳をする場合
　・国、道若しくは市町村等、あらかじめ知事に届け出し、遊泳を
　　する場合（調査、工事、放流事業等）
　・知事が特に必要があると認めて許可した場合
　　（大学、研究機関、報道機関などによる活動）
◆罰則について（第２０条）
　違反して遊泳をした者は、５万円以下の罰金が科せられます。
◆お問い合わせ　水産商工課水産グループ　
　　　　　　　　檜山振興局産業振興部水産課（☎52－6554）

平成２９年４月１日から

平成２9年度　臨時・非常勤職員の募集について
　希望する方は、該当職種の募集期間内に必要書類を指定の窓口へ提出してください。
　なお、詳細は関係課にお問い合わせください。

■臨時・非常勤職員の募集

※募集人員などは変更される場合があります。このほか臨時保育士（11名程度）、臨時保育士助手(3名程度)、臨時技術職員（1名）、保養センター従業員（３名）、
子ども発達支援センター療育指導員（１名）、介護保険認定調査会資料点検員（１名）、介護福祉士（１名）を募集しています。詳しくは、広報２月号11ペー
ジをご覧ください。なお、これらの募集期限は３月３日（金）までとなります。

主な業務 勤務先 雇用期間 採用条件 勤務時間 募集
人員 募集期間 履歴書の提出先

お問い合わせ先

一般事務補助 役場庁舎・出張所など 4/10～ 9/30
（3/31までの更新有り） なし ８：３０～１７：１５ ７名 3/13 ～ 3/22 総務課

庶務防災グループ

アワビの中間育成に係る従業員 栽培漁業センター 4/10～ 9/30
（3/31までの更新有り） なし ８：３０～１７：１５ １名 3/13 ～ 3/22 水産商工課

水産グループ

臨時公務補 河北小学校
滝沢小学校

4/5～10/4
（3/21までの更新有り） なし

1日7時間45分
（学校長の定める

ところによる）
２名

3/6～3/16 教育委員会事務局
学校教育グループ特別支援教育学習支援員

河北小学校
上ノ国小学校
滝沢小学校

4/1～3/31

教員免許取得者又は
児童福祉施設の勤務
経験３年以上の方　

年間200日程度   
（学校長の定める

ところによる）
５名

スクールカウンセラー 町内小中学校
臨床心理士または　
カウンセラーとして
経験のある方　　　

1日7時間70日程度
（学校長の定める

ところによる）
１名

出土遺物整理作業員 上之国館跡調査整備センター 5/1～10/31
（3/31までの更新有り）

なし

８：３０～１７：１５ ４名
4/3～4/12 教育委員会事務局

文化財グループ
旧笹浪家住宅のガイド兼管理人 旧笹浪家住宅 4/21～11/13 9：３０～１６：３０ ３名

総合福祉センター清掃用務員 総合福祉センター
（ジョイじょぐら） 4/1～3/31

　　８：３０～１１：３０平日　　　　　　14：１５～17：１５
１名 3/2～3/10

教育委員会事務局　
生涯学習グループ

　　８：4５～１１：３０土曜　　　　　　14：００～17：１５

町民プール管理・監視人 上ノ国・河北地区
町民プール ６月中旬～９月上旬 9：３０～ 20：30

河北のみ夜間有り ６名 5/22～6/2

町民スキー場管理・監視人 上ノ国町民スキー場 12月下旬～３月中旬 9：３０～ 21：20
早番・遅番有り ８名 11/13～11/29

留守家庭児童会指導員助手 林業センター
4/1～3/31

12：３０～17：30
※学校長期休業時
は８：３０～１７：30

若干名
3/1～3/8

住民課
住民環境グループ

診療報酬明細書点検員 住民課 ８：３０～１７：１５
（週4日勤務） ２名 住民課

戸籍保険グループ

　町では、大学・高専・専修学校・高校等に在学、
および進学したい方が、経済的理由により就業困難
な場合、奨学資金を貸与しています。

（１）貸付金額
　　①大学、正看護学校　　　　月額４万円
　　②高等専門学校
　　　専修学校専門課程　　　　月額３万円
　　③高等学校
　　　専修学校高等過程
　　　準看護学校等　　　　　　月額２万円

（２）申請の手続き
　　町教育委員会に申請用紙がありますので、
　これに記入して提出してください。

（３）申請に必要な書類
　　①奨学資金貸付申請書
　　②在学証明書及び成績証明書
　　③申請者及び保護者等世帯全員の住民票
　　④保護者の納税証明書または非課税証明書
※なお、申請者（奨学資金貸与対象者）の住所を上

ノ国町以外に移した場合は、本人の戸籍抄本が必
要となります。

※貸付け決定は、上記の書類により選考して行いま
す。なお、償還方法は貸付け終了後、一年間据置
き、十年間で償還（無利子）となります。

■お問い合わせ
教育委員会事務局学校教育グループ（☎55ｰ2230）

奨学金に関するお知らせ

『漁港内の無許可の遊泳』
が禁止となります
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お知らせ
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ザ
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お知らせ
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７
０
９
・
２
３
１
１
）

　
建
設
業
災
害
防
止
協
会
江
差

分
会
で
は
、
有
資
格
者
の
充
足

を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
車
両
系
建
設
機
械（
整
）安
全

　
衛
生
教
育（
再
教
育
）

■
日
　
時

　
４
月
３
日（
月
）　
９
時

■
受
講
料
　
９
０
２
０
円

■
申
込
期
間

３
月
１
日（
水
）～
２８
日（
火
）

◎
玉
掛
安
全
衛
生
教
育（
再
教
育
）

■
日
　
時

　
４
月
７
日（
金
）　
９
時

■
受
講
料
　
９
０
２
３
円

■
申
込
期
間

３
月
１
日（
水
）～
２８
日（
火
）

◎
地
山
・
土
止
め
技
能
講
習

　【
学
科
の
み
】

■
日
　
時

４
月
１２
日（
水
）～
１４
日（
金
）

　
９
時

■
受
講
料
　
２
２
０
１
０
円

■
申
込
期
間
　
３
月
１０
日（
金
）

～
４
月
３
日（
月
）

◎
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

　【
学
科
・
実
技
あ
り
】

■
日
　
時

４
月
２０
日（
木
）～
２１
日（
金
）

　
９
時

■
受
講
料
　
３
３
９
４
０
円

■
申
込
期
限
　
３
月
１７
日（
金
）

～
４
月
１１
日（
火
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
桧
山
建
設
会
館

（
江
差
町
字
円
山
２
９
９

－

１
５
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
災
防
江
差
分
会

　（
☎
５
２
・
１
８
１
３
）　

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

■
日
　
時
　
３
月
８
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
２２
日（
水
）

　
　
　
　
　
１３
時
～
１５
時

■
定
　
員
　
２０
名

■
受
講
料
　
２
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
各
実
施
日
の
前
日
ま
で

「
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座
」

■
日
　
時
　
３
月
２１
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　
２４
日（
金
）

１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

■
定
　
員
　
１０
名

■
受
講
料
　
６
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
３
月
１０
日（
金
）

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」

■
日
　
時
　
３
月
２３
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　
　
２４
日（
金
）

　
　
　
　
　
９
時
～
１８
時

■
定
　
員
　
３０
名

■
受
講
料
　
１
５
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
３
月
１０
日（
金
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
５
２
・
０
１
６
０)

【
ス
キ
ー
】

　
第
２０
回
東
陽
建
設
カ
ッ
プ
ス

キ
ー
競
技
大
会

■
日
時
　
２
月
１２
日
（
日
）

■
場
所
　
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

○
中
学
女
子
の
部

　
３
位
　
中
井
　
閑

　環境影響評価法に基づく「（仮称）上ノ国第二風力発電事業　環境影響評価方法書」の縦覧及び説明会の開催につい
て、お知らせします。

【事業詳細】
◆事業者名　電源開発株式会社　取締役社長　渡部　肇史（〒104-8165　東京都中央区銀座6丁目15番1号）
◆事業名称　（仮称）上ノ国第二風力発電事業
◆事業概要　本事業は、北海道檜山郡上ノ国町内において計画する風力発電事業で、発電所の出力は最大で18万キロワット程度
　　　　　　を計画しています。
◆縦覧場所　① 上ノ国町役場　１Ｆロビー　（〒049-0698　北海道檜山郡上ノ国町字大留100）
　　　　　　② 北海道檜山振興局保健環境部環境生活課　（〒043-8558　北海道檜山郡江差町字陣屋町336-3）
◆縦覧期間　平成29年3月7日（火）～平成29年4月6日（木）9時～17時まで（土日・祝日を除く）
　　　　　　※電子縦覧：http://www.jpower.co.jp/sustainability/environment/assessment/wind_kaminokuni2.html
◆説明会の開催　①開催場所　上ノ国町総合福祉センター　ジョイ・じょぐら（〒049-0698　北海道檜山郡上ノ国町字大留100）
　　　　　　　　②開催日時　平成29年3月23日（木）　18時30分～20時

【意見書の提出】
　環境影響評価方法書について、環境保全の見地からのご意見を、書面（日本語）により提出できます。
　なお、自由書式ですが、提出書式は電子縦覧のホームページからもダウンロードできます。
　①提出方法　氏名、住所、方法書の名称、ご意見を記載し、下記まで郵送又は縦覧場所に設置の意見箱へ投函下さい。
　②提出期限　平成29年4月20日（木）※当日消印有効
◆意見書の提出先及びお問い合わせ先　電源開発株式会社（担当：佐藤・赤羽）
　住所：〒104-8165　東京都中央区銀座6丁目15番1号（☎03-3546-9600 9時から17時まで（土日・祝日を除く））

（仮称）上ノ国第二風力発電事業　環境影響評価方法書の縦覧及び説明会の開催について

募集案内

財
務
専
門
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

募集案内

建
設
業
災
害
防
止
協
会

講
習
会
受
講
者
の
募
集

開催案内

檜
山
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

各
　
種
　
講
　
座

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

結果案内
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お知らせ

■
発
行
・
編
集
／
上
ノ
国
町
・
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
〒
0
4
9
−
0
6
9
8
　
檜
山
郡
上
ノ
国
町
字
大
留
1
0
0
番
地

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
0
1
3
9
−
5
5
−
2
3
11
　
F
A
X
0
1
3
9
−
5
5
−
2
0
2
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.k
a
m
in
o
k
u
n
i.lg
.jp
/

Ｅ
メ
ー
ル
　
in
fo
@
to
w
n
.k
a
m
in
o
k
u
n
i.lg
.jp

広
報
か
み
の
く
に
２
０
１
７
．
３

２
０
１
７
．
３

「広報かみのくに」への
有料広告掲載について
　広報誌への有料広告掲載を希望さ
れる場合は、掲載希望月の１ヵ月前
の末日までに申込用紙及び掲載原稿
を総務課企画統計グループまで提出
してください。

例：５月号申込期限＝３月３１日まで

下水道加入率（２月１９日現在）

特定環境公共下水道事業

漁業集落排水事業

　加入戸数　７７８戸（前月比±０）
　 加 入 率　５４．０％
供用区域～桂岡・中須田・新村・大留・上ノ国・勝山
　　　　　北村・内郷　　　※一部区域を除く

　加入戸数　１３９戸（前月比±０）
　 加 入 率　３９．８％
供用区域～小安在・木ノ子・扇石・汐吹

　　　※一部区域を除く

3
（土）
　25

　東京都およびその近郊に在住の上ノ国町出身者で組織される「第20
回東京かみのくに会総会・懇親会」が、以下の日程で開催されます。
ついては、参加者を募集しますので、期日までにお申し込みください。
　また、札幌近郊の本町出身者で組織される札幌上ノ国ふるさと会に
ついては、６月に開催される予定です。

東京かみのくに会総会・懇親会
●時　　間　１１時３０分～
●場　　所　東京都・ホテルパークサイド
　　　　　　（東京都台東区上野２-11-18）
●会　　費　10,000円
●申込期日　３月１０日（金）まで
※現地までの交通費や宿泊費など参加にかかる費用は、すべて自己
負担となります。
○参加申込・お問い合わせ　　総務課企画統計グループ

元

気

で
ー
す

！！

元

気

で
ー
す

！！

 ３/５　江差町・勤医協診療所
☎５２－１３６６

 ３/１２ 道立江差病院
☎５２－００３６

 ３/１９ 厚沢部町国保病院（日中）
☎６４－３０３６

　　　 江差町・佐々木病院（夜間）
☎５２－１０７０

 ３/２０ 江差町・佐々木病院
☎５２－１０７０

 ３/２６ 乙部町国保病院（日中）
☎６２－２３３１

　　 　江差町・佐々木病院（夜間）
☎５２－１０７０

おくやみもうしあげます
湯ノ岱　 高橋　義朝　６８歳  ２/８

中須田　 佐藤　ヱミ　７８歳  １/２５

新　村　 北村　富末　８０歳  ２/１１

大　留　 濱塚佐代子　６６歳  ２/７

大　留　 太田　寛蔵　９１歳  ２/１９

上ノ国　 扇谷美穂子　６８歳  １/３０

大　崎　 福田　　猛　８４歳  ２/１３

大　崎　 本間　葉子　７９歳  ２/１９

木ノ子　 扇谷レイ子　９０歳  ２/１１

汐　吹　 笠谷　初枝　８８歳  ２/３

汐　吹　 瓜田チヱ子　９９歳  ２/７

石　崎　 小間　信義　６６歳  ２/４

日曜・祝日の当番医

まちの人口と世帯数

前月比

人　口 ５，１１５ 人 －１６

男 ２，３９０ 人 －　７

女 ２，７２５ 人 －　９

世帯数 ２，５４４世帯 －　６

（平成29年１月末日現在）

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

よろこび・かなしみ
（２月１９日届出分まで）※敬称略

※掲載の了承をいただいた方のみご紹介して
います。

※地名表記については、所属の町内会を記載
しています。

※氏名については、正字に置き換えて掲載し
ています。

日曜・祝日の当番医

山
下　

敏
晴
さ
ん

　
　
　

沙
英
さ
ん
の
子

　
　

銀ぎ
ん

太た

く
ん
で
す
！

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

255森　

啓
介
さ
ん

　
　

沙
也
加
さ
ん
の
子

（
字
大
留
）

　
　

陽ひ

の

は羽
ち
ゃ
ん
で
す
！

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

20周年を迎える
東京かみのくに会
　　　と交流しませんか？

16２０１７年３月号


